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⑦認定者の介護度の悪化率 

令和３年度～４年度の要介護状態の変化率について、介護度と通所系サービスの利用者別

にみると、通所系サービスを利用している人は、利用していない人に比べて維持率や改善率は

高い一方、要支援の方については、悪化率も高いという結果になっています。 

通所系サービスの利用により、セルフケアの意識が薄れ、重度化防止や自立につながってい

ない可能性が示唆されます 

 

【認定者の介護度の悪化率】 
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